
   

＊
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
左
の
ペ
ー
ジ
へ 

 

育
ち
ゆ
く
學
鷲 

 

熊
谷
飛
行
学
校
教
育
隊
訪
問
記 

『
學
鷲
』
陸
軍
特
別
操
縦
見
習
士
官 

  
 

 

冬
枯
れ
の
田
舎
道
を
、
登
校
す
る
國

民
學
校
児
童
が
、
三
々
五
々
歩
い
て
ゐ

る
。
路
傍
に
は
、
二
、
三
寸
も
あ
る
霜

柱
が
ザ
ク
ザ
ク
と
立
っ
て
ゐ
て
、
昨
日

今
日
の
寒
さ
が
今
更
の
よ
う
に
眼
に
浸

み
込
む
。
満
目
蕭
蕭
（
ま
ん
も
く
し
ょ

う
し
ょ
う
）
た
る
冬
景
色
の
あ
る
朝
で

あ
っ
た
。 

 

熊
谷
飛
行
學
校
へ
續
く
坂
道
を
ゆ
る

ゆ
る
と
登
っ
て
行
く
と
、
突
然
頭
上
を

練
習
機
が
低
く
か
す
め
て
、
練
習
機
が

一
機
す
ぎ
去
つ
て
い
く
、
早
起
き
の
學

鷲
逹
は
、
今
日
も
已(

す
で)

に
寒
風
を

突
い
て
飛
行
演
習
を
行
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
ら
う
。   

「
學
鷲
」
は
、
特
別
操
縦
見
習
士
官
第
一

期
生
の
入
校
式
か
ら
学
科
・
訓
練
の
様
子
、

宿
舎
生
活
な
ど
を
百
枚
余
り
の
写
真
集

に
し
た
も
の
。
一
、
二
枚
を
除
き
、
す
べ

て
桶
川
教
育
隊
で
の
取
材
で
、
こ
の
訪
問

記
は
そ
の
一
ペ
ー
ジ
。
防
衛
省
史
料
室
に

も
桶
川
飛
行
学
校
の
公
式
記
録
は
滑
走

路
の
図
面
し
か
な
か
っ
た
が
、
写
真
資
料

の
多
さ
は
ほ
か
に
例
を
見
な
い
と
思
わ

れ
る
。
入
校
し
た
青
木
敏
・
元
見
習
士
官

か
ら
、
戦
後
、
同
期
会
で
廻
し
読
み
し
た

こ
の
冊
子
に
個
々
の
氏
名
を
書
き
込
ん

だ
も
の
が
送
ら
れ
て
き
た
。
昭
和
19
年

8
月
朝
日
新
聞
社
刊
Ｂ
５
判
６
４
ペ
ー

ジ 

 

「
上
空
は
寒
い
だ
ら
う
な
ァ
」
と
記
者

は
同
行
の
寫
眞
班
と
同
じ
や
う
な
こ
と

考
え
た
の
で
あ
る
。 

「
だ
が
、
平
氣
だ
ら
う
、
北
滿
や
ア
リ

ュ
ー
シ
ャ
ン
を
考
へ
れ
ば…

」
と
口
で

は
答
え
た
が
、
地
上
の
寒
さ
に
、
如
何

に
防
寒
飛
行
服
に
身
を
固
め
て
ゐ
る
と

は
い
へ
、
高
度
千
米
に
就
て
約
七
度
の

氣
温
低
下
と
、
灼
熱
し
た
エ
ン
ヂ
ン
さ

へ
も
冷
す
猛
烈
な
氣
流
、
考
へ
た
ゞ
け

で
も
身
ぶ
る
い
が
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

坂
を
登
り
切
る
と
、
低
い
簡
素
な
木

の
門
柱
に
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
學
校
教
育

隊
と
、
几
帳
面
な
楷
書
で
書
か
れ
た
門

前
に
出
る
。 

 
門
衞
に
刺
を
通
じ
て
キ
チ
ン
と
整
頓

さ
れ
て
ゐ
る
隊
長
控
え
室
に
案
内
さ
れ

る
。
質
素
と
い
ふ
に
は
あ
ま
り
に
も
見

す
ぼ
ら
し
い
狭
い
部
屋
で
あ
る
。 

 

「
遠
い
所
を
わ
ざ
わ
ざ
御
苦
勞
様
で

す
。
ま
あ
、
御
自
由
に
御
覧
に
な
っ
て

行
っ
て
下
さ
い
。
教
育
主
任
の
○
○
中

尉
に
案
内
さ
せ
ま
す
か
ら
」
と
親
切
に

い
は
れ
る
、
こ
の
隊
長
は
、
支
那
事
變

か
ら
大
東
亞
戦
争
へ
、
歴
戦
の
最
前
線

の
嗅
ひ
が
浸
み
込
ん
だ
古
強
者
で
あ
る
。

し
か
も
、
何
か
温
か
い
も
の
が
流
れ
出 

し
相
手
を
包
む
で
し
ま
ふ
や
う
な
重
厚

な
人
格
の
片
鱗
を
感
じ
て
、
こ
ゝ
の
學

生
達
は
幸
福
だ
と
い
ふ
第
一
印
象
を
受

け
た
の
で
あ
る
。 

 

何
し
ろ
半
年
の
超
短
期
間
に
一
人
前

の
飛
行
將
校
と
し
て
育
て
上
げ
る
の
で

表
紙 

 

こ
の
と
き
実
際
に
入
校
し
た 

能
登
川
雅
夫
見
習
士
官 

 

 『
大
空
へ
の
鎮
魂
』 

第
三
〇
号 

付
録 
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あ
る
か
ら
、
そ
の
訓
練
に
は
相
當
激
し

い
も
の
が
あ
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
た
の
で
、

こ
の
隊
長
の
温
顔
に
接
し
て
、
何
か
ほ

つ
と
し
た
や
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
と
同
様
な
事
が
教
育
主
任
に
接

し
た
時
に
も
、
ま
た
後
で
他
の
教
官
逹

の
時
に
も
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

こ
ゝ
で
は
隊
長
を
中
心
と
し
て
教
官

も
、
助
教
も
、
上
御
一
人
に
歸
し 

 

奉

つ
た
淸
淨
な
心
を
持
っ
て
、
前
線
へ
送

る
自
分
の
分
身
、
自
分
自
身
の
撃
敵
す

る
の
熱
情
を
か
た
む
け
て
、
教
育
に
献

身
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
字
義
通
り
挺

身
す
る
若
き
學
徒
兵
。
こ
れ
を
教
導
す

る
歴
戦
の
教
官
逹
。
こ
の
世
の
中
に
こ

れ
ほ
ど
美
し
い
世
界
が
あ
ら
う
か
、
大

空
に
凍
て
つ
い
た
白
雪
の
華
の
や
う
に

天
地
正
大
の
氣
は
粹
然
と
し
て
こ
の
武

藏
野
の
一
角
に
開
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
で
こ
そ
こ
ゝ
に
學
び
、
こ
ゝ
に

鍛
え
ら
れ
る
學
鷲
に
は
、
楠
公
父
子
の

血
が
、
時
宗
の
血
が
、
或
ひ
は
幕
末
勤

皇
の
志
士
逹
の
熱
い
盡
忠
報
國
の
血
潮

が
、
脈
々
と
流
れ
、
見
敵
必
墜
、
壯
烈

鬼
神
を
哭
か
し
む
る
大
精
神
が
培
は
れ

る
の
で
あ
る
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。 

教
育
主
任
の
案
内
で
、
廣
い
校
内
を

一
巡
し
て
、
先
ず
第
一
に
感
じ
た
こ
と

は
、
實
に
よ
く
整
頓
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
元
來
軍
隊
の
學
校
と
い
ふ

も
の
は
、
何
所
へ
行
っ
て
も
同
じ
で
は

あ
る
が
、
寢
室
の
眞
新
し
い
敷
布
や
毛

布
が
各
自
同
じ
巾
、
同
じ
順
に
、
し
か

も
高
さ
ま
で
同
じ
に
揃
へ
て
積
み
重
ね

ら
れ
て
あ
つ
た
の
に
は
、
精
密
鋭
敏
を

極
め
る
、
現
代
航
空
機
を
取
扱
ふ
飛
行

兵
の
、
豪
胆
磊
落
な
外
見
に
似
ず
、
細

心
潔
癖
な
一
面
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
覗

い
て
ゐ
る
よ
う
な
氣
が
し
た
の
で
あ
る
。 

學
徒
兵
の
生
活
は
、
一
見
習
士
官
の

手
記
に
よ
つ
て
も
よ
く
窺
は
れ
る
。 

 

「
○
月
○
日
、
快
晴
、
五
時
三
十
分
、

起
床
ラ
ッ
パ
と
共
に
起
き
て
半
裸
身
と

な
る
。
各
寝
室
よ
り
先
を
争
ふ
如
く
、

未
だ
眞
暗
な
校
庭
に
飛
び
出
し
て
、
乾

布
摩
擦
を
行
ふ
。
曉
暗
の
中
に
掛
聲
が

四
邊
に
響
く
。」 

よ
い
し
ょ
、
よ
い
し

ょ
。
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
。
と
凍
て

つ
い
た
暗
闇
の
中
に
身
體
を
摩
擦
す
る

見
習
士
官
逹
の
頭
上
に
は
、
蒼
白
い
明

星
が
静
か
に
瞬
い
て
ゐ
る
。
傍
に
立
っ

て
、
寒
さ
に
ふ
る
へ
な
が
ら
じ
つ
と
耳

を
澄
ま
し
て
ゐ
る
記
者
の
胸
に
、
潑
剌

た
る
青
春
の
息
吹
き
と
、
鬱
勃
た
る
日

本
魂
の
雄
叫
び
が
流
れ
込
ん
で
來
る
の

を
覺
え
、
ふ
と
正
氣
の
歌
な
ど
を
想
い

出
し
て
、
こ
の
純
粋
無
垢
な
見
習
士
官

逹
に
、
何
と
も
い
へ
な
い
心
強
さ
を
感

じ
た
の
で
あ
る
。 

 

毎
日
朝
點
呼
が
引
續
い
て
行
は
れ
、

點
呼
が
終
る
と
寝
室
の
内
外
、
校
庭
の

整
頓
掃
除
、
そ
し
て
洗
面
、
楽
し
い
朝

「
執
刀
の
不
動
の
姿
勢
」
と
解
説
の
つ

い
た
上
記
写
真
の
左
。
川
瀬
嘉
紀
（
か

わ
せ
よ
し
の
り
）
見
習
士
官
。
数
年
前

に
実
弟
の
充
朗
さ
ん
が
飛
行
学
校
に
見

学
に
来
ら
れ
事
務
局
と
交
流
が
始
ま
っ

た
。
川
瀬
嘉
紀
少
尉
は
昭
和
二
十
年
三

月
、
こ
の
と
き
一
緒
に
桶
川
に
入
校
し

た
柴
崎
茂
少
尉
（
川
口
市
出
身
・
実
弟

が
健
在
）
と
と
も
に
、
誠
第
十
七
飛
行

隊
と
し
て
石
垣
島
か
ら
特
攻
出
撃
し
て

い
る
。
川
瀬
充
朗
著
『
嫡
男
の
特
攻
』

2015
年
3
月
㈱
文
芸
社
刊
。
希
望
者
は
事
務
局

ま
で 
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家族の面会（守衛所内に面会所があった） 

の
食
事
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
頃

に
な
る
と
、
薄
い
冬
の
太
陽
の
光
が
斜

に
校
庭
に
差
し
込
む
や
う
に
な
っ
て
來

る
。 「

六
時
三
十
分
集
合
、
す
ぐ
に
飛
行

場
へ
と
向
ふ
、
關
東
平
野
特
有
の
乾
風

も
そ
ろ
そ
ろ
強
く
な
り
、
わ
れ
ら
の
腕

前
を
試
す
が
如
く
吹
き
ま
く
る
。
本
日

の
課
目
は
特
殊
飛
行
な
り
、
昨
日
か
ら

の
研
究
果
し
て
成
功
す
る
や
否
や
、
心

を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
控
所
に
待
機
す
る
。 

早
朝
の
澄
み
渡
っ
た
紺
碧
の
大
空
に

わ
れ
ら
が
黄
翼
は
ひ
ら
〱
と
亂
舞
す
る
。

控
所
に
は
待
機
す
る
者
は
、
唯
一
心
に
、

自
分
の
同
乗
す
べ
き
飛
行
機
を
監
視
屡

す
る
。
そ
の
烈
々
た
る
督
に
は
、
冷
た

さ
も
寒
さ
も
微
塵
の
陰
を
も
與
へ
な
い
。 

自
機
に
同
乗
し
、
冷
た
い
大
氣
を
つ

い
て
、
一
氣
に
一
千
〇
百
米
ま
で
上
昇

す
る
。
眼
下
に
は
關
東
の
太
平
原
豁
然

と
し
て
開
け
、
秩
父
、
赤
城
、
三
國
の

山
塊
陵
々
と
し
て
指
呼
の
間
に
あ
り
。

溶
々
た
る
坂
東
太
郎
は
曲
折
し
て
流
れ

遙
か
な
る
太
平
洋
の
水
涯
は
、
銀
盆
の

如
く
輝
く
。
わ
れ
は
飛
行
兵
な
り
、
わ

れ
は
陸
鷲
な
り
、
男
子
と
生
れ
た
る
喜

び
を
今
更
な
が
ら
、
し
み
じ
み
と
感
じ

た
り
。
助
教
殿
よ
り
注
意
さ
れ
、
叱
ら

れ
な
が
ら
唯
一
生
懸
命
で
や
る
。
今
や

頭
の
中
に
は
他
の
何
事
も
な
し
、
課
目

と
飛
行
機
の
姿
勢
の
み
。」 

旋
回
す
る
地
平
線
、
倒
立
す
る
大
地
、 

 

宙
返
り
、
横
轉
、
逆
轉
、
宙
返
り
反

轉
な
ど
、
訓
練
、
訓
練
、
訓
練
、
息
を
つ

く
暇
も
な
い
猛
訓
練
で
あ
る
。 

地
上
に
降
り
、
控
所
に
歸
り
て
も
、

今
助
教
よ
り
與
へ
え
ら
れ
た
種
々
の
注

意
を
覺
え
書
し
て
研
究
す
る
。
十
一
時

五
十
分
課
目
終
了
、
十
三
時
三
十
分
よ

り
學
科
開
始
、
工
學
、
戰
術
の
講
義
あ

り
、
近
き
将
来
を
夢
見
つ
ゝ
戰
術
を
學

ぶ
。
十
六
時
終
了
、
後
航
空
体
操
及
び

運
動
の
時
間
あ
り
。
十
七
時
三
十
分
夕

食
、
戰
友
逹
と
楽
し
き
團
欒
の
中
に
終

了
、
入
浴
後
自
習
室
に
て
、
靜
粛
に
一

日
の
反
省
及
び
豫
習
、
復
習
を
行
ふ
。

特
に
明
日
の
課
目
斜
め
宙
返
り
の
研
究

に
、
熱
を
入
れ
て
や
る
。 

二
十
一
時
日
夕
點
呼
、
軍
人
に
賜
は

り
た
る
勅
諭
奉
誦
。 

二
十
一
時
三
十
分
消
燈
、
明
日
を
樂

し
み
つ
ゝ
毛
布
に
く
る
ま
る
。」 

か
う
し
た
朝
夕
が
、
月
月
金
金
、
四

六
時
中
、
た
ゆ
み
な
き
緊
張
の
も
と
に

行
は
れ
て
ゐ
る
。
一
日
で
も
早
く
、
一

時
間
で
も
早
く
彼
等
の
希
望
は
前
線
へ
、

前
線
へ
の
唯
一
つ
で
あ
る
。
腕
を
撫
し
、

胸
を
張
っ
て
日
夜
祈
り
つ
ゝ
猛
訓
練
を

續
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

二
十
一
時
三
十
分
後
の
自
習
時
間
の

延
長
、
こ
れ
を
兵
隊
言
葉
で
延
燈
と
い

は
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
延
燈
の
許
可
を

願
ひ
出
る
見
習
士
官
が
あ
る
。
そ
れ
に

對
し
て
も
週
番
士
官
は
、
適
切
な
る
理

由
が
あ
れ
ば
、
延
燈
も
許
可
す
る
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
延
燈
を
許
可
す
る
と

い
ふ
こ
と
は
お
前
等
の
睡
眠
時
間
を
短

く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
睡
眠
が
足
り
な

い
と
、
今
日
の
疲
勞
を
明
日
に
持
ち
越

す
、
從
っ
て
明
日
の
訓
練
に
差
支
へ
る

こ
と
に
な
る
。
殊
に
わ
れ
わ
れ
空
中
勤

務
者
は
過
勞
と
い
ふ
こ
と
は
絶
對
に
禁

物
で
あ
る
と
諄
々
と
諭
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
毎
日
の
激
烈
な
訓
練
の
陰
に
、
か

う
し
た
暖
か
い
氣
持
の
上
官
逹
に
見
護

ら
れ
て
、
雄
々
し
く
も
巣
立
っ
て
い
く
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ＤＶＤ  絵はがき 販売中 

『熊谷陸軍飛行学校桶川分教場の歴史を語り継ぐ』 
3 編収録   

①「熊谷陸軍飛行学校桶川分教場」(17 分 5 秒) 

ＣＧを使い熊谷陸軍飛行学校桶川分教場の概要を解説 

     ②「紙芝居 海へ向かった練習機」(19 分 15 秒) 

特別攻撃隊第 79 振武隊が出発して九州に向かう途中 

のエピソードを紙芝居で解説 

     ③ 桶川飛行学校跡写真（2 分 50 秒） 

 

絵はがき8枚組 

學
鷲
逹
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

（
終 

原
文
の
ま
ま
。） 

 (

解
説) 

 

「
特
別
操
縦
見
習
士
官
」（
通
称
「
特
操
」）

と
は
、
昭
和
18
年
、
陸
軍
航
空
の
操
縦
者

短
期
養
成
の
た
め
に
、
10
月
以
降
、
大
学
、

高
等
専
門
学
校
な
ど
高
等
教
育
期
間
中

の
学
生
を
繰
り
上
げ
卒
業
ま
た
は
休
業

さ
せ
て
選
抜
採
用
し
、
採
用
と
同
時
に

「
見
習
士
官
」
と
し
て
、
下
士
官
の
最
上

級
「
曹
長
」
と
し
て
の
階
級
を
与
え
た
う

え
、
修
業
期
間
一
年
経
過
後
に
少
尉
に
任

官
さ
せ
る
制
度
。
2
期
生
以
降
は
「
学
徒

出
陣
」
と
重
な
る
が
、
桶
川
に
は
そ
の
後

第
2
期
生
、
３
期
生
が
入
校
し
て
い
る
。 

第
一
期
生
は
採
用
約
二
五
〇
〇
名(

特

操
一
期
生
集)

の
う
ち
、
87
名
が
18
年
10

月
1
日
桶
川
教
育
隊
に
入
校
し
た
。 

桶
川
に
第
１
期
生
が
入
校
し
た
様
子

は
、
当
時
の
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
に
掲
載
さ
れ
、

当
時
の
富
永
恭
次
陸
軍
中
将
の
長
男
・
靖

も
入
校
し
て
い
た
た
め
、
朝
日
新
聞
に
も

写
真
付
き
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

桶
川
で
は
、
初
め
て
飛
行
機
を
操
縦
で

き
る
ま
で
の
基
本
教
育
を
し
、
19
年
3

月
、
戦
闘
、
偵
察
、
爆
撃
の
分
科
を
指
定

さ
れ
各
地
の
教
育
飛
行
隊
に
転
属
し
て

い
っ
た
。 

こ
の
記
事
で
は
、
機
密
保
持
の
た
め

「
桶
川
（
教
育
隊
）」
の
表
示
は
な
い
が
、

写
真
と
文
章
か
ら
桶
川
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
取
材
は
昭
和
19
年
２
月
頃
で
、

柳
井
政
徳
元
整
備
員
や
永
井
隆
夫
元
見

習
士
官
は
取
材
記
者
の
こ
と
を
記
憶
し

て
い
た
。 

「
教
育
主
任
」
と
は
、
伍
井
芳
夫
（
い

つ
い
よ
し
お
）
中
尉(

当
時)

の
こ
と
で
、

学
校
と
し
て
こ
の
取
材
に
対
応
し
た
。
本

会
会
長
・
臼
田
智
子
氏
の
父
で
、
の
ち
に
、

第
２３
振
武
隊
隊
長
と
し
て
特
攻
出
撃
し

て
い
る
。 

伍
井
芳
夫
中
佐
の
詳
細
は
臼
田
智
子
著

『
特
攻
隊
長
伍
井
芳
夫
』 

(

平
成
十
五
年
七
月
中
央
公
論
事
業
出
版
） 

  
 

＊
こ
の
『
育
ち
ゆ
く
学
鷲
』
の
紹
介
は
、
本
会
会

報
「
大
空
へ
の
鎮
魂
」
の
第
15
・
16
・
17
号
に

掲
載
し
た
も
の
に
、
若
干
の
解
説
を
加
え
た
も

の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

  

    

「特定非営利活動法人 旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会」 

 2003 年(平 15)夏、桶川市の「平和を考える 10 日間」事業で地元に残る飛行学校跡が取り上げられたことをきっか

けに、2005 年(平 17)6 月、携わっていた職員を中心に設立され、歴史の調査発掘とともに飛行学校跡の一般公開と保

存運動に取り組んできた。戦後住宅として使われていた市営住宅「若宮寮」から住人が退出した後の 2008（平 20）年

春から、会員有志が建物内部の片づけを実施し、同年秋から 2015(平 27)年 11 月まで、市の許可を得て土・日を中心

に建物内部を公開してきた。案内看板を設置し、建物内に資料を展示して見学者に解説をしてきたが、来場者は、休日の

名簿だけでも累計 2 万３千人余に達した。会員は当初、当時の関係者をはじめ全国の元飛行兵やその遺族など 150 名を

超えたが、会員の高齢化などで 100 名程度となっている。会員には、特攻隊機に下関まで同乗して行った柳井政徳元整

備員(令和元年 10 月逝去)や地元出身の元少年飛行兵もおり、柳井元整備員が名付けた会報「大空への鎮魂」は 2006（平

18）年に創刊し、現在 200 部程度の発行となっている。分教場の歴史を解説したＤＶＤや絵ハガキなども制作・販売し

ている。                             ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.okegawa-hiko.org 

ＤＶＤ 800 円（別途送料 200）絵ハガキ 300 円(送料込) 事務局まで（ＨＰからのメール・電話） 

 

 

 

召集下士官操縦学生

75期生(昭 14)が当時

の櫻井晴一隊長に贈っ

た徽章。裏に「桶川分教

場」とある。 

 


